
住宅火災から大切な生命を守るために  

 

 

 

 

 

 

 

１．住宅用火災警報器はいつまで使えるの？ 

 住宅用火災警報器本体の寿命は約１０年とされています。また、住宅用火

災警報器に使用されている電池の寿命も１０年のものが多くなっています。 

 

２．住宅用火災警報器の交換が必要なのはどんなとき？ 

・自動試験機能付きの住宅用火災警報器が機器の異常を示したときに交換。 

 

※自動試験機能 

機器自体が自動的に感知機能、電池残量を点検します。 

→異常があった場合には、異常を示す報知音が鳴ります。    

（例）「ピッ 電池切れです ピッ…ピッ…ピッ… 」 

「ピッピッピッ 故障です ピッピッピッ…ピッピッピッ… 」 

・自動試験機能の付いていない住宅用火災警報器は、交換期限を過ぎないように交換。 

  （本体に表示された交換期限や、取扱説明書の記載を確認しましょう。） 

・住宅用火災警報器の設置から１０年、若しくは１０年近くが経過し電池切れになったときに交換 

 ・その他、作動点検により異常が見つかったときに交換 

 

３．普段の管理はどうしたらいいの？ 

・定期的に作動点検 

自動試験機能付きの機器であっても、念のために点検しましょう。 

・「ボタンを押す」「引き紐を引く」ことで作動点検ができます。 

・「ボタンを長押しする」「引き紐を引き続ける」ことで火災時の警 

報音を確認できる機器が多くあります。 

・清掃 

火災を有効に感知し、ホコリ等による誤作動を防ぐため定期的に清掃しましょう。 

 ・中性洗剤に浸した布をよく絞って、外観の汚れを拭き取りましょう。 

  ※分解、水洗いは厳禁です。 

   ※高所での作業となりますので、安全に注意し可能な範囲で行ないましょう。 

 

 

※点検方法や、異常報知音等は一例です。詳しくは取扱説明書を確認しましょう。 

種   別 光電式住宅用防災警報器 

型   式 電池方式、2 種(DC3V、300mA) 

       自動試験機能付 

型式番号 鑑住第２０～２３号 

使用電池 SH384552520(3V) 

電池寿命 約 10 年 

【住宅用火災警報器 裏面表示（例）】 

住宅用火災警報器の維持管理！ 
平成２３年６月から、すべての住宅に 

住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。

（新築住宅は平成１８年６月から義務化） 

点検ボタン 

点検紐（引き紐） 

年に１回は、作動点検、清掃を行ないましょう！ 



４．住宅用火災警報器を交換するときは？  

・設置場所を再確認 

 住宅用火災警報器の設置が義務化されている場所は、寝室と寝室が２階以上にある場合の階段等

です。各部屋の利用目的により、必要な場所を確認し設置しましょう。 

 

・交換日を記入 

 住宅用火災警報器に購入日や交換日を記入しておきましょう。１０年の寿命の目安になります。 

 

・連動型住宅用火災警報器がより有効です。 

  

住宅用火災警報器には、それぞれ火災を感知

した機器のみが警報音を発するものの他、電波

や配線で接続された機器が連動し、他の部屋の

機器も警報音を発するタイプのものもあります。

この連動型は、どの部屋でも火災の発生を知る

ことができ有効です。 

 

 

・警報音が聞き取りにくい方には 

 住宅用火災警報器と連動して、光や振動を発する「補助警報装置」を利用できる、目や耳が不自

由な方に有効な機器もあります。 

    【光による補助警報装置のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不適切（悪質）訪問販売に注意しましょう 

郡上市や消防本部では住宅用火災警報器の販売は一切行っていません。 

 

住宅用火災警報器についてわからないことがある場合は、最寄りの消防署所などにお問合せ下さい。 

郡上市消防本部   0575-67-0119 

郡上中消防署       郡上中消防署南出張所   郡上中消防署東詰所    郡上北消防署 

八幡町小野4-4-1    美並町白山423-1     和良町沢8８２     白鳥町為真1187-1 

℡ 67-1236       ℡79-3999        ℡77-5119       ℡82-5119 


